
 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和６年５月２８日 

松山市長 野志 克仁 様 

提出者 

  住 所 松山市二番町四丁目４番地６ 

  氏 名 松山市公営企業管理者 大﨑 修一 

  電話番号 ９２２－２８５５（担当課 下水浄化センター） 

  

 廃棄物の処理及び清掃に関する法律第１２条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

                                                                                                                                                                                    

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名                                                         

事 業 場 の 名 称  松山市西部浄化センター 

事 業 場 の 所 在 地  松山市南吉田町２７９８－８０ 

計 画 期 間  令和６年４月１日から令和７年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
1 事 業 の 種 類 ３６水道業 

②事 業 の 規 模 下水処理量 8,972,164 ｍ3/年 （令和５年度実績） 

③従 業 員 数  27名 （令和６年度） 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
別紙 処理フローシート参照 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

別紙 ４．産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 

産業廃棄物の種類 汚泥 燃え殻 

排 出 量 374,876ｔ 321ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

別紙 ５．廃棄物の処理に関する事項 参照 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥 燃え殻 

排 出 量 450,049ｔ 274ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 同 上 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

汚泥（沈砂・脱水汚泥） 

燃え殻（焼却灰） 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

同 上 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 

産業廃棄物の種類 汚泥 燃え殻 

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
0ｔ 0ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥 燃え殻 

自ら再生利用を行う産

業廃棄物の量 
0ｔ 0ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】  

産業廃棄物の種類 汚泥 燃え殻 

自ら熱回収を行った産

業廃棄物の量 
0ｔ 0ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
374,435ｔ 0ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

別紙 ７．産業廃棄物の中間処理に関する事項 参照 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 汚泥 燃え殻 

自ら熱回収を行う産

業廃棄物の量 
0ｔ 0ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
443,500ｔ 0ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 同 上 

 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 

産業廃棄物の種類 汚泥 燃え殻 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

0ｔ 0ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥 燃え殻 

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

0ｔ 0ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】  

産業廃棄物の種類 汚泥 燃え殻 

全 処 理 委 託 量 441ｔ 321ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
394ｔ 321ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
47ｔ 0ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0ｔ 0ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

0ｔ 0ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

別紙 ８．産業廃棄物の最終処分に関する事項 参照 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥 燃え殻 

全 処 理 委 託 量 789ｔ 274ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
589ｔ 274ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
200ｔ 0ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0ｔ 0ｔ 

認定熱回収業者以外の熱

回収を行う業者への処

理 委 託 量 

0ｔ 0ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 別紙８．産業廃棄物の最終処分に関する事項 参照 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が 1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月 30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の 11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者へ

の焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき

は、「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 
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１．事業所の概要 

事業所名  松山市公営企業局 

 

 

２．当該事業場において現に行なっている事業の概要 

（１）従業員数 

       松山市中央浄化センター     ５５名 

       松山市西部浄化センター     ２７名 

       松山市北部浄化センター     １４名 

       松山市北条浄化センター     １７名 

（２）事業概要 

       市内４ヶ所の下水浄化センターでは松山市公共下水道の下水処理を行なっている。 

表１ 処理水量（令和5年度実績） 

中央浄化センター 33,433,715 m3/年 

西部浄化センター 8,972,164 m3/年 

北部浄化センター 1,152,669 m3/年 

北条浄化センター 1,899,663 m3/年 

 

   （３）下水処理フローシート 

      ［図１－１］、［図１－２］、［図１－３］、［図１－４］参照 

   （４）下水浄化センター配置図 

      ［図２－１］、［図２－２］参照 

   （５）事業展望 

       今後、整備面積の拡大及び下水道普及率の向上により、流入水量の増加が見込まれる。 

   （６）廃棄物処理フロー図 

      ［図３－１］、［図３－２］参照 

   （７）連絡先 

      担当者：松山市公営企業局 下水浄化センター  

      電 話：089-922-2855 

 

 

３．計画期間  

    令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 
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    流 入                                      放 流 

  

（33,433,715 ｍ３/年）                               （33,433,715 ｍ３/年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図１－１］ 中央浄化センター処理フローシート 【№1】 

 

（ 令和５年度 実績 ） 
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脱水汚泥（埋立） 

汚 泥 
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(一般廃棄物) 
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    流 入                                      放 流 

 

（8,972,164  ｍ３/年）                                   （8,972,164  ｍ３/年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図１－２］ 西部浄化センター処理フローシート 【№2】 

 

 

（ 令和５年度 実績 ） 
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濃縮 

脱水汚泥（堆肥化） 
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し渣 

(一般廃棄物) 
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   流 入                                      放 流 

 

（1,152,669ｍ３/年）                                  （1,152,669ｍ３/年） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図１－３］ 北部浄化センター処理フローシート 【№3】 

 

 

（ 令和５年度 実績 ） 
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   流 入                                      放 流 

 

（1,899,663 ｍ３/年）                                    （1,899,663 ｍ３/年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図１－４］ 北条浄化センター処理フローシート 【№4】 

 

 

（ 令和５年度 実績 ） 
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中央浄化センター 

 

西部浄化センター 

 

［図２－１］ 中央浄化センター・西部浄化センター配置図 
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北部浄化センター 

 

北条浄化センター 

 

 

 

［図２－２］ 北部浄化センター・北条浄化センター配置図 
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                                 廃棄物処理の流れ 

 

                                 委託処理部分の範囲 

 

 

 

 

 

 

   

 

       

 

      

 

   

 

                                    

 

          

          

   

 

 

 

 

 

  

  

 

   

 

                              5,727ｔ/年 

 

中央から 

 

         北部から                       

 

         北条から 

 

 

［図３－１］ 廃棄物処理フロー図その１（現状） 

 

（ 令和５年度 実績 ） 

 

発  生  源 

 

廃  棄  物 処  理  ・  処  分 

中央浄化センター 

余剰汚泥 

焼却灰 

 

埋立処分（管理型） 

埋立処分（管理型） 

埋立処分（管理型） 脱水汚泥 汚泥脱水施設 

脱水汚泥 汚泥脱水施設 

初沈汚泥 

西部浄化センター 初沈汚泥 

余剰汚泥 

再生利用 

825,653ｔ/年 

 679,453ｔ/年 

  113,723ｔ/年 

13,068ｔ/年 

360ｔ/年 

4,639ｔ/年 

8,069ｔ/年 

西部 焼却施設へ 

201,771ｔ/年 

173,078ｔ/年 

91,468ｔ/年 

6,141ｔ/年 

367ｔ/年 

処理フローシート 

    【№1】 

処理フローシート 

    【№2】 

 

 

 

汚泥焼却施設 

726ｔ/年 

8,069ｔ/年 

1,125ｔ/年 

850ｔ/年 

再生利用 

47ｔ/年 

沈砂 

80ｔ/年 
80ｔ/年 

埋立処分（管理型） 

沈砂 

27ｔ/年 27ｔ/年 

埋立処分（管理型） 
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                                 廃棄物処理の流れ 

 

                                  委託処理部分の範囲 

 

             

 

北部浄化センター                            

                            

 

 

                                                                                 

                     

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［図３－２］ 廃棄物処理フロー図その２（現状） 

 

（ 令和５年度 実績 ） 

発  生  源 

 

廃  棄  物 処  理  ・  処  分 

北条浄化センター 

余剰汚泥 

埋立処分（管理型） 脱水汚泥 汚泥脱水施設 

初沈汚泥 

8,224ｔ/年 

74,570ｔ/年 

13,147ｔ/年 

972ｔ/年 

87ｔ/年 

西部 焼却施設へ 

850ｔ/年 

処理フローシート 

    【№4】 

汚泥脱水施設 脱水汚泥 余剰汚泥 埋立処分（管理型） 

 98ｔ/年 

処理フローシート 

    【№3】 

 

1,239ｔ/年 

西部 焼却施設へ 

1,125ｔ/年 

再生利用 

 16ｔ/年 

再生利用 

 35ｔ/年 

26,015ｔ/年 

沈砂 

0ｔ/年 

埋立処分（管理型） 

0ｔ/年 

沈砂 

5ｔ/年 
5ｔ/年 

埋立処分（管理型） 

6,165ｔ/年 
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４．産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（１）責任者及び管理組織図 

統括責任者 
所  属 ： 松山市公営企業局下水浄化センター 

職・氏名 ： センター長 

廃棄物担当 
所  属 ： 松山市公営企業局下水浄化センター 

職・氏名 ： 技師 

役 
 
 

割 

廃棄物処理 

統括責任者 

○ 廃棄物処理方針の策定 

○ 廃棄物処理に関する各種事項の決定・承認 

廃棄物管理 

担   当 

○ 廃棄物処理計画の作成 

○ 廃棄物管理状況の把握と改善策の検討 

○ 廃棄物処理施設の運転・維持管理状況の把握 

○ 産業廃棄物管理票の交付・管理 

○ 監督官庁への各種報告 

○ 職員・委託業者に対する教育・啓発 

 

廃棄物管理組織 

 

（２）教育 

    運転管理業務委託業者に対し、常に適切な処理と減量化に努めるよう教育を行なう。 

中央浄化センター 北条浄化センター 

廃棄物担当者 

運転管理業務 

委託会社 

 

西部浄化センター 

廃棄物担当者 

運転管理業務 

委託会社 

 

北部浄化センター 

廃棄物担当者 

運転管理業務 

委託会社 

 

廃棄物担当者 

運転管理業務 

委託会社 

 

下水浄化センター長（廃棄物統括責任者） 

上下水道部 

公営企業管理者 

し市長 
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５．廃棄物の処理に関する事項 

   （排出の抑制、分別、再生利用に関する事項を含む） 

 

（1） 基本的事項 

1 産業廃棄物の適正処理を確保するため、関連する法令、その他の規則を遵守する。 

2 発生した産業廃棄物は自ら処理することを原則とし、処理業者に委託する場合であっても、収集運搬から処

分に至るまで確認し、的確に管理する。 

3 廃棄物の処理について次に掲げる事項を実施する。 

・発生抑制：発生抑制を考慮した処理方法を検討する。 

・中間処理：消化率と脱水効率を向上させ、含水率の低減化と減量を常に心掛ける。 

 

（2） 廃棄物処理の現状 

下水浄化センターから発生する産業廃棄物(汚泥)は、沈砂池から出る沈砂と水処理工程から出る初沈汚泥、余剰

汚泥で、市内 4 ヶ所の下水浄化センター合計で約 1,988,876ｔにおよぶ。これらは流入下水中の夾雑物、浮遊物質

(SS)、汚れ(BOD)が原料であり、その量は流入量の増減にほぼ比例する。現在、濃縮・消化・脱水を行い約100分の1

程度に減量化したうえ、さらに残さ(脱水汚泥)を焼却して減量化を行っている。 

また、脱水汚泥の一部をセメント原料や堆肥化を行うなど再利用も図っている。 

 

 産業廃棄物処理（汚泥）の内訳（令和5年度実績） 

発生量 中間処理量 中間処理後残さ量 最終処分量 

1,988,876ｔ/年 1,988,764ｔ/年 5,649ｔ/年 6,487ｔ/年 

 

（3） 中長期的課題 

松山市が管理する下水処理場では、普及率促進に向けた面整備が進むことにより水量が増加し、それに伴い発生汚

泥量も増加することから、脱水汚泥のセメント原料や堆肥への再利用の促進等、廃棄物の減量化のさらなる検討を

行っていかなければならない。 

 

 

 

６．産業廃棄物の再生利用に関する事項 

＜具体的取組＞                               （単位：t/年） 

事 業 場 名 
再生利用量実績 

R5年度 

再生利用量計画 

R6年度 
具体的取組 

中央浄化センター 4,639 2,600 
脱水汚泥の一部をセメント原料や

堆肥化して再利用する。 

西部浄化センター 47 200 
脱水汚泥の一部を堆肥化して再利

用する。 

北部浄化センター 16 100 
脱水汚泥の一部を堆肥化して再利

用する。 

北条浄化センター 35 100 
脱水汚泥の一部を堆肥化して再利

用する。 

計 4,737 3,000  
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７．産業廃棄物の中間処理（再生利用を除く）に関する事項 

＜具体的取組＞ 汚泥（初沈汚泥＋余剰汚泥）                                 （単位：t/年） 

事 業 場 名 

中間処理による 

減量化実績 

R5年度 

中間処理による 

減量化計画 

R6年度 

具体的取組 

中央浄化センター 1,505,106 1,430,000 脱水後、焼却 

西部浄化センター  374,849  450,000 脱水後、焼却 

北部浄化センター  26,015  21,000 脱水後、焼却 

北条浄化センター  82,794  82,700 脱水後、焼却 

計 1,988,764 1,983,700  

 

 

 

 

８．産業廃棄物の最終処分に関する事項 

＜具体的取組＞  汚泥＋燃え殻                                         （単位：t/年） 

事 業 場 名 
最終処分量実績 

R5年度 

最終処分量計画 

R6年度 
具体的取組 

中央浄化センター 5,397 5,552 一部再生利用 

西部浄化センター 762 1,063 一部再生利用 

北部浄化センター 151 337 一部再生利用 

北条浄化センター 177 291 一部再生利用 

計 6,487 7,242  

 


